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― 注 意 事 項 ― 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を必ず記入

してください。 

３．解答は横書きで記入してください。 

４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 

５．問題冊子の余白は適宜利用して構いません。 

６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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以下の文章を読んだうえで，自分の考えを 600 字以内で述べなさい。 

 

■流出と集中、問題は地続き 丸山洋平さん（地域人口学者） 

 札幌市は、転入者が転出者を上回る転入超過状態にあります。道内各地から、大学進学や就

職を目的とした若年層だけではなく、医療や介護を求める高齢者層まで集まってきています。 

 北海道全体では、道外への転出超過の状況なので、札幌に道内人口が一極集中していること

がわかります。ほかの県庁所在地も、似たような傾向にあるのではないでしょうか。 

 札幌に移り住んだ人々が家族を作り、札幌生まれの「札幌２世」「札幌３世」が育っています。

札幌圏外との地縁は薄くなってきており、Ｕターンすることもなくなっていく。札幌への集中

はこれからも止まらないし、札幌圏以外の市町村はますます弱っていくとみられます。 

 年齢別でみると、札幌では２０代前半が厚く、道外転出を食い止めるダム機能もある程度維

持しています。ただ、支店経済の機能とともに、そのダム機能も弱ってきています。 

 札幌などからの転出先の最終地点が東京です。地方出身者を受け入れることで、東京は新た

な課題を抱えることになりました。 

 東京では３５歳から６４歳の「ミドル期」の単身世帯が増えています。ミドル期単身世帯率

は、１９８０年で全国４・７％、東京都区部９・４％でしたが、２０２０年には全国１５・８％、

東京都区部２７・５％にまで増えています。 

 地方圏から大都市圏に移動した人は、そうでない人たちに比べて、出生率が低かったり、生

涯未婚率が高かったりすることが明らかになっています。 

 そこで注意が必要なのは、東京に移住する人の社会階層にはばらつきがあるということです。

大学進学で上京した高学歴・高キャリア層のなかでも、特に女性は結婚で失う生涯賃金が多い

ので、結婚を避けることがあります。半面、資産形成をしており、将来の心配は少ない。 

 一方、低キャリアで地方から離脱した人は、非正規雇用で不安定な経済状況におかれ、結婚

できない人もいます。そんな人々が高齢期を迎えれば、何かのきっかけでたやすく生活困窮群

に移行する。行政コストが膨らむうえ、薄氷の生活を送る人々が集住する地域は雰囲気が変わ

ってしまう恐れもあります。 

 東京はこのような潜在的な課題に対処していくことが求められます。地方からの転出超過は、

大都市も地続きの問題なのです。（聞き手・吉田純哉） 

 

 

（出典：丸山洋平「流出と集中 問題は地続き （耕論：『札仙広福』生き残る道）」 

『朝日新聞』2025 年 5 月 24 日 一部抜粋） 

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


